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コロナ禍での基礎系科目の講義・実習についての
取り組みと課題

群馬大学大学院医学系研究科医学教育センター 1），群馬大学大学院医学系研究科応用生理学分野 2）

岸 美紀子 1），鯉淵 典之 2）

2019年末に中国武漢市で原因不明の肺炎が発
生したことがWHOから発表された［1］．後に
COVID-19と命名された感染症の急速かつ世界的
な拡大という予期せぬできごとは教育機関にも多
大な影響を与え，各大学では日々変わる状況を見
定めながら学事日程や授業について対応に追われ
ることとなった．本稿ではコロナ禍での大学教育
に関する状況を概説し，基礎系科目の授業におけ
る対応，特にオンライン授業についての取り組み
と課題について紹介する．

＜教育に関する状況＞
卒業式を間近に控えた 2020年 2月 25日に感染

の早期終息を目指す「新型コロナウイルス感染症
対策の基本方針」［2］が発表された．同日に文部科
学省からの事務連絡［3］を受け，多くの大学で令
和元年度の卒業式と令和 2年度の入学式の開催方
法の変更や中止を余儀なくされた．3月 9日には
専門家会議から新型コロナウイルス感染症対策の
見解として，3つの条件（換気の悪い密閉空間，多
くの人の密集，近距離での会話や発声）の回避が
公表［4］され，高等教育については，3月 24日に
文部科学省から感染拡大防止・学事日程の取り扱
い（学修時間を確保するための方策を大学等が講
じていることを前提に，10週または 15週の期間
について弾力的に取り扱って差し支えない）・遠
隔授業の活用・授業料等の学納金に係る取り扱い
や学生の修学支援他に関する通知［5］がなされた．
授業日程の変更，オンライン授業導入について急
ぎ検討と決断を求められた時期であった．

新型コロナウイルス感染の急速な拡大のため，
新年度を迎えた 4月 7日には東京都をはじめとす
る 7都県に緊急事態宣言が発出された［6］．4月
16日には緊急事態宣言の対象地域が全国に拡大
され 13都道府県が特定警戒都道府県に指定され
た［7］．緊急事態宣言は当初 5月 6日までの期間
とされたが，全ての都道府県について解除された
のは 5月 25日であった．文部科学省の調査［8］に
よると 4月 23日時点で，748校中 662校の大学が
授業の開始時期を延期していた．医学部も 80校中
15校が講義を全面休止とし，学内及び学外臨床実
習の全面休止はそれぞれ 39校，57校にのぼった
［9］．
医学部における授業の形態にも変化があった．
80校を対象とした調査によると，対面授業を実施
する大学は 4月には全体の 19％にまで減少して
いたが，9月以降は対面とオンラインのハイブ
リッドを含めて 75％の大学が対面授業を予定し
ている．オンライン授業を実施する大学は 4月に
は 61％であり，9月以降も 89％が継続して実施
する予定である［9, 10］．対面授業が可能になって
もオンライン授業を継続する大学が多く，医学部
へのオンライン授業の導入が急速に進んだといえ
る．

＜オンライン授業の導入にあたって＞
オンライン授業にはリアルタイム型とオンデマ
ンド型がある．リアルタイム型は，Zoom，Google
Meet，WebEx等の遠隔会議システムを用いて教
員が大学または自宅から授業を配信するものであ
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る．オンデマンド型はMoodle，Google Classroom
等の Learning Management System（LMS）等を
用いてあらかじめ録画した授業の動画や資料を提
供し，学生が自分のペースで視聴するものである．
いずれの授業でも資料の配付や課題の提出には
LMSが多く利用されたと思われる．
どちらの方法を利用する場合も，学生のイン
ターネット環境が整備されていることが必須であ
り，PCやタブレット端末の有無，通信容量の契約
状況等の確認と支援が必要であった．大学により
PCやWi-Fiルータの貸し出し，必要機器購入費
の補助等を実施し学生を支援していた．
また，オンライン授業導入に当たり著作権の問
題があった．これまでは教育目的であっても書籍
の一部等のオンライン配信やサーバーへのアップ
ロードができなかったためである．この点につい
ては（一社）授業目的公衆送信補償金等管理協会
による授業目的公衆送信補償金制度の運用が前倒
しされ，また特例措置として今年度は無料での著
作物利用が可能となったことは，オンライン授業
の導入にあたりありがたい支援となった［11］．

＜オンライン授業：講義＞
リアルタイム型授業では従来の形式に近い形で
講義を行うことができたと思われる．教員がパ
ワーポイントなどの資料を画面に提示しながら解
説し，学生に問いかけたり，学生がチャット機能
などを利用して教員に質問したりすることも可能
である．学生はもともと日常生活で動画に親しん
でいるためか，視聴のための操作にはすぐに慣れ
たようである．ただし，学生側のカメラをオンに
した場合や，動画を配信した場合にはスムーズに
視聴できない学生が出ることがあった．授業中に
挙手して質問するのには勇気がいるが，チャット
であればそのハードルが低くなるようで，チャッ
トによる学生からの質問は対面型授業よりも多く
なった印象を持っている．チャットは全員が読め
る形式はなく講師のみが読める形式のものが多
かった．また，リアルタイム型授業ではグループ
ディスカッションを実施することも可能であり，
長く自粛生活を強いられている学生にとっては同

級生と交流する貴重な機会にもなっていた．学生
同士の意見交換にもチャットを用いることができ
るが，特に少人数のグループディスカッションで
はカメラをオンにして会話で行うグループの方が
活発な議論がなされていた．
オンデマンド型授業では教員が動画や音声付き
パワーポイントを準備して LMSに掲載し，学生
は各自のタイミングで視聴する．このため質問も
LMS内のメッセージやメールなど非同期型のも
のとなる．大学によってはリアルタイムで質問を
受け付ける機会を設けていたようだ．オンデマン
ド型では学生が自分の理解のペースに合わせて動
画を視聴することができるのが利点である．三苫
らによるオンデマンド型授業に関する調査［12］で
は，学生の 68.6%が「オンデマンド型の方が理解
がしやすく，学びやすい」と回答している．また，
約 65％が設定されている時間の 1.5倍をかけて
視聴しており，わからなかった箇所を一時停止し
たり繰り返し視聴したりして理解を深めているこ
とが伺える．
リアルタイム型，オンデマンド型のいずれにお
いても資料の配付や課題の提出に LMSを用いた
大学が多いと思われる．LMSでは提出物にタイム
スタンプがついたり，電子ファイルで採点・保管
できたりと課題管理の省力化，ペーパーレス化が
進んだ大学も増えたと思われる．

＜オンライン授業：実験・実習＞
基礎医学系の授業において実験・実習は実験操
作やレポートの書き方の指導の機会であることは
もとより生体の機能と各種の病態を理解する上で
重要な役割を果たしている．講義に比べてハード
ルは高かったと思われるが，様々な工夫のもとに
オンライン授業への移行が行われた．
オンライン実験・実習では実験器具の操作法や
実験の手技について写真付き教材で示した上で，
教員によるデモンストレーションの様子を配信す
るといった方法が取られた．学生は与えられた実
験結果に基づいて結果の解釈と実験過程及び実験
結果の考察についてレポートを作成するという形
式が多かったと思われる．解説に合わせて実験器
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具や教員の手元をしっかり写す必要があることか
ら，デモンストレーションの部分については事前
に動画を撮影して臨んだ教室も多いと思われる．
本学の生理学実習では，リアルタイム型の体験
実習を実施した．教員が画面越しに脈拍の自己測
定法を指導した後，学生は運動や息こらえによる
脈拍の変化を観測した．結果を授業内でシェアす
ることで，循環器系に関する学生の理解を助ける
という目的を達成できた．対面で実施していた実
習を比較的少ない調整でオンライン実習に移行す
ることができた例であった．このように，学生が
自宅でも行える実習を開発していくことが今後さ
らに必要となるであろう．

＜オンライン授業：TBL，PBL＞
本学ではいくつかの科目で ZoomとMoodleを

併用して TBL，PBLを実施した．例えばリアルタ
イム型授業ではグループディスカッションに
Zoomのブレイクアウトルームを利用し，教員が
各部屋を巡回した．指定の時間になったら元の
ルームに戻って全体発表やディスカッションを
行った．理解度テストにはMoodleの小テスト機
能を用いた．また，Moodleにフォーラムと呼ばれ
る非同期ディスカッションの場所を用意すること
で，学生が好きな時間に意見を書き込むことが可
能となり，授業中のディスカッションで不十分な
点をフォーラムのディスカッションで補うことが
できていた．フォーラムにはディスカッションの
過程が残るので，個々の学生が果たした役割を教
員が後から確認できるのも利点であった．

＜後期の授業に向けて＞
7月に実施された全国医学部長病院長会議のア
ンケート［10］では徐々に対面授業を再開する大
学が増えているという結果であった．しかし，コ
ロナ禍以前と同じ形式に戻れるわけではなく，対
面授業の際には感染拡大防止のために，講義室の
収容定員の制限，アクリル板の設置，定期的な換
気，マスク着用と手指消毒の励行などの対策が引
き続き必要である．また，同アンケートによると
9月以降の授業についてオンライン授業と対面授

業のハイブリッド型で授業を行う医学部が 6割に
のぼる．ハイブリッド型にも様々な形があり，科
目ごとに対面授業科目とオンライン授業科目が設
定される場合，登校人数を減らして対面授業を実
施し，非登校学生向けにリアルタイム配信する場
合，対面授業を録画してオンデマンド配信する場
合などである．オンデマンド配信には前述のよう
に，授業内で理解できなかった点を繰り返し視聴
できるというメリットがある．また，予習教材と
してオンデマンド配信を活用すると，対面授業あ
るいはリアルタイム型授業ではアウトプットを中
心とした活動に焦点をあてることが可能となるた
め，反転授業の導入も進むと思われる．
対面授業時には三密を避けるために教室内の人
数を減らさざるを得ず，より多くの教室が必要と
なる．分散登校とした場合には，登校していない
学生のためにオンラインでも配信したり，実験で
あれば入れ替え制として同じ実験を複数回提供し
たりする必要もある．仮に全ての授業を対面で実
施したとしても，学生が新型コロナウイルスの濃
厚接触者となった場合や，いわゆる風邪であって
も新型コロナウイルス感染症の可能性を否定でき
ない場合は，オンライン授業または LMSを用い
て長期間自宅待機となった学生への学びの機会の
提供についても検討が必要である．

＜まとめ＞
本稿では生理学教育に限定せず，基礎医学，基
礎生命科学系の教育を意識しながら，感染拡大開
始から高等教育現場で生じたことを時系列で紹介
するとともに，どのような対策が取られてきたか
について概要を紹介した．
徐々に対面型授業が実施できるようになったと
はいえ，地域の新型コロナウイルス感染状況に
よってはオンライン授業しか実施できなくなる可
能性が残る．また，オンライン授業のメリットも
あることから，今後は 1つの科目の中でも対面授
業とオンライン授業が共存する形式も取られるよ
うになってくるであろう．基礎医学・基礎生命科
学分野の教育においては実習科目の履修が必須で
あり，教員によるデモンストレーションや既存の
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映像教材の活用に加えて，学生の自宅にある物を
利用した実習の開発といった取り組みも継続的に
考えていく必要もある．また，昨今，高等教育に
おけるアクティブラーニングの導入が推進されて
きた中，今後の授業形態，特にオンデマンド型授
業では学生が同時に意見を交わすことが難しいと
いう課題がある．ディスカッション時のみリアル
タイム型とする，非同期型ディスカッションを活
用するといった取り組みも必要であろう．
今回のコロナ禍では，十分に検討・準備を行う
時間もないまま授業のオンライン化に取り組んだ
大学が多かったことと思う．筆者らも，戸惑いの
中で前期の授業を終えたところである．前期の授
業を終えて反省点として，オンライン授業では非
言語的情報を得ることが難しく，学生の理解度に
合わせた細かな調整が難しかったことがあげられ
る．対面授業では学生の表情等を見ながら理解が
難しそうな点について説明を追加したり，学修に
躓いていそうな学生に個別に声をかけたりといっ
たことが自然と行えていたが，オンライン授業で
は個々の学生の様子を確認するのが難しく十分に
対応できていたとは言いがたい．これを受け，リ
アルタイム型授業では顔を写してもらう時間を必
ず取ったり，内容を理解できたかどうか投票機能
やミニテストを用いて随時確認し，理解不十分で
あれば追加説明を行ったりといった改善を重ねる
など，授業の改善に取り組んでいきたい．まだま
だ慣れない環境で教員も学生もストレスの多い状
況である．しかし，授業の目的や方法を見直し，
より良い授業を行うための研究の機会と前向きに
とらえていきたい．
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